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今年
広島
応援

比
和
自
然
科
学
博

物
館
に
保
存
し
て
い

る
ク
ジ
ラ
類
の
化
石

の
う
ち
、
１
種
が
新

属
新
種
、
２
種
が
新

種
で
あ
る
こ
と
が
、

古
生
物
学
者
の
大
塚

裕
之
鹿
児
島
大
名
誉

教
授
ら
の
研
究
で
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
２

月
発
行
の
比
和
博
物

館
研
究
報
告
に
掲
載
し
、
ア
メ
リ
カ
の
ス
ミ
ソ
ニ

ア
ン
博
物
館
の
ク
ジ
ラ
化
石
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
も

登
録
さ
れ
ま
す
。

新
属
新
種
と
わ
か
っ
た
頭
部
化
石
は
、
庄
原
市

内
を
流
れ
る
西
城
川
河
床
な
ど
の
備
北
層
群
と
呼

ば
れ
る
地
層
で
見
つ
か
っ
た
ヒ
ゲ
ク
ジ
ラ
類
ケ
ト

テ
リ
ウ
ム
科
の
も
の
で
、
収
集
に
携
わ
っ
た
故
広

瀬
繁
登
氏
に
ち
な
み
、
ヒ
バ
ク
ジ
ラ

(

和
名)

属

ヒ
ロ
セ
ヒ
バ
ク
ジ
ラ
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。
ほ
か

の
２
種
も
デ
ィ
オ
ロ
ケ
ト
ゥ
ス
属
の
新
種
で
シ
ョ

ウ
バ
ラ
ク
ジ
ラ
、
パ
リ
エ
ト
バ
ラ
エ
ナ
属
の
新
種

で
ヤ
マ
オ
カ
ク
ジ
ラ
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

大
塚
名
誉
教
授
は

｢

ク
ジ
ラ
類
の
進
化
を
た
ど

る
う
え
で
非
常
に
重
要
な
発
見
で
、
こ
の
地
域
は

種
類
、
出
土
量
な
ど
世
界
的
に
も
有
数｣

と
評
価

し
て
い
ま
す
。

博
物
館
で
は
、
化
石
の
分
類
、
整
理
を
す
す
め
、

７
月
下
旬
か
ら
一
般
公
開
す
る
予
定
で
す
。

庄
原
の
ク
ジ
ラ
化
石
が
世
界
登
録

生
涯
学
習
課
比
和
生
涯
学
習
係�
０
８
２
４-

８
５-

３
０
０
５

東
城
町
の
温
泉
施
設

｢

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ハ
ウ
ス

東
城｣

に
、
木
質
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
ボ
イ
ラ
ー
は
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

関
連
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
、
市
と
協
定
を
締
結

し
て
い
る
㈱
ジ
ュ
オ
ン
が
設
置
し
た
も
の
。
灯
油

ボ
イ
ラ
ー
か
ら
の
転
換
に
よ
っ
て
、
化
石
燃
料
の

使
用
量
削
減
と
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

有
効
活
用
を
推
進
し
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
削
減

と
木
材
関
連
産
業
の
活
性
化
お
よ
び
森
林
環
境
の

保
全
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

４
月
11
日
に
は
火
入
れ
式
が
行
わ
れ
、
多
く
の

参
加
者
が
見
守
る
中
で
、
ボ
イ
ラ
ー
の
稼
動
が
始

ま
り
ま
し
た
。

木
質
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
が
稼
動

政
策
推
進
課�
０
８
２
４-

７
３-

１
１
１
３

地
球
温
暖
化
対
策
の
取
り
組
み
と
し
て
、
市
の

業
務
か
ら
発
生
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
を
削
減
す
る

た
め
、
市
は
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
本
年
度
か
ら
平
成
24
年
度
ま
で

の
５
年
間
に
、
市
役
所
が
行
う
さ
ま
ざ
ま
な
省
エ

ネ
活
動
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
の
６
％
削
減

(

対
平
成
18
年
度
比)

を
目
指

し
ま
す
。

主
な
取
り
組
み
と
し
て
、
公
用
車
の
ア
イ
ド
リ

ン
グ
ス
ト
ッ
プ
・
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
や
、
施
設
空
調
・

照
明
設
備
の
管
理
な
ど
を
徹
底
し
ま
す
。
ま
た
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
は
、
で
き
る
限
り
使
い
捨
て
用

品
の
使
用
を
控
え
る
よ
う
に
し
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
を
策
定

環
境
衛
生
課
環
境
衛
生
係�
０
８
２
４-

７
２-

１
３
９
８

◆リフレッシュハウス東城(�08477-2-1288)
・温泉 10時～21時
・プール､ トレーニングジム 13時～20時
※定休日 水曜日

クジラの化石

関係者が出席した ｢火入れ式｣

作成した計画書
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｢

花
の
坂
道
プ
ラ
ン
タ
ー
づ
く
り
講
習
会｣

が

４
月
13
日
、
国
営
備
北
丘
陵
公
園
北
入
口
駐
車
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
公
園
北
入
口
の
オ
ー
プ
ン
に
伴
い
、

庄
原
市
街
地
へ
の
集
客
を
図
る
た
め
、
市
の｢�
ま

ち�
は�
公
園�
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
事
業｣

の
一
環

と
し
て
、
し
ょ
う
ば
ら
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行

委
員
会
が
開
催
し
た
も
の
で
す
。

㈱
グ
リ
ー
ン
ウ
イ
ン
ズ
さ
と
や
ま
の
齊
木
義
伸

業
務
課
長
が
講
師
で
、
土
の
選
び
方
か
ら
植
付
け

の
際
の
注
意
点
な
ど
を
指
導
。
約
55
人
の
参
加
者

は
、
２
０
０
鉢
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
色
と
り
ど
り
の

花
を
植
え
付
け
ま
し
た
。

作
業
終
了
後
、
参
加
者
は
完
成
間
近
の

｢

エ
ン

ト
ラ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
国

兼｣

や
ス
イ
セ
ン
ガ
ー

デ
ン
を
見
学
。｢

花
の

プ
ラ
ン
タ
ー
づ
く
り
の

ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
、
初
め

て
聞
く
内
容
も
あ
り
、

と
て
も
勉
強
に
な
っ
た｣

な
ど
と
話
し
て
い
ま
し

た
。完

成
し
た
プ
ラ
ン
タ
ー

は
、
北
入
口
か
ら
続
く

国
道
４
３
２
号
線
の
坂

道
に
、
６
月
い
っ
ぱ
い

設
置
し
ま
す
。

花
の
も
て
な
し
で
市
街
地
へ
集
客

商
工
観
光
課
定
住
推
進
係�
０
８
２
４-

７
３-

１
１
７
８

西
城
中
学
校
、
西
城
小
学
校
、
美
古
登
小
学
校

の
給
食
を
賄
う
西
城
学
校
給
食
共
同
調
理
場
が
、

西
城
町
入
江
に
完
成
し
、
４
月
７
日
か
ら
本
格
的

に
運
営
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
の
調
理
場
で
は
、
１
日
約
２
８
０
食
を
調
理

し
、
各
学
校
へ
配
送
し
て
い
ま
す
。

初
日
の
献
立
は
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
と
ス
プ
リ
ン
グ

サ
ラ
ダ
、
牛
乳
で
、
４
月
は｢

入
学
お
祝
い
献
立｣

や

｢

お
花
見
献
立｣

・｢

食
育
の
日
献
立｣

な
ど
の

特
別
メ
ニ
ュ
ー
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
給
食
が
な
か
っ
た
西
城
中
学
校
の
生

徒
は

｢

配
膳
が
大
変
で
し
た
が
、
温
か
く
て
お
い

し
い｣

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

高
野
学
校
給
食
共
同
調
理
場
は
、
高
野
中
学
校

の
給
食
調
理
場
の
老
朽
化
に
伴
い
、
隣
接
す
る
高

野
小
学
校
の
給
食
調
理
場
を
改
修
し
て
建
設
。
４

月
か
ら
、
両
校
合
わ
せ
て
１
日
約
２
１
５
食
の
調

理
が
始
ま
り
ま
し
た
。

西
城
・
高
野
学
校
給
食
共
同
調
理
場
が

ス
タ
ー
ト

教
育
総
務
課
学
校
管
理
係�
０
８
２
４-

７
３-

１
１
８
６

３
月
12
日
と
21
日
、
口
和
町
で
介
護
予
防
講
演

会
を
開
催
し
、
延
べ
約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。第

１
回
は
口
和
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
国
原
医

院
の
国
原
玄
一
郎
先
生
が

｢

加
齢
と
病
気｣

、
第

２
回
は
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
で
口
和
診
療
所
の
渡

辺
将
史
先
生
が

｢

高
齢
者
の
病
気
に
つ
い
て｣

と

題
し
、
講
演
し
ま
し
た
。

二
人
は
、｢

高
齢
者
の
病
死
の
多
く
を
占
め
る

血
管
疾
患
は
高
血
圧
が
原
因
。
60
歳
以
上
の
約
６

割
が
高
血
圧
と
い
わ
れ
、
脳
梗
塞
の
発
生
率
も
６

〜
８
倍
高
い
。
寝
た
き
り
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
高

血
圧
の
治
療
が
大
切｣

な
ど
と
説
明
。
ま
た
、

｢

認
知
症
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
と
脳
血
管
性
で

８
割
以
上
を
占
め
る
。
脳
血
管
性
は
高
血
圧
が
関

与
し
て
お
り
、
予
防
が
可
能
。
歳
の
せ
い
と
放
っ

て
お
か
ず
に
、
気

に
な
っ
た
ら
早
く

相
談
し
、治
療
し

て
い
く
こ
と
が
大

切｣

と
、
高
血
圧

の
危
険
性
を
指
摘

し
な
が
ら
、
ど
の

よ
う
に
介
護
予
防

し
、
ど
う
し
た
ら

元
気
に
過
ご
せ
る

か
を
熱
心
に
訴
え

ま
し
た
。

口
和
町
介
護
予
防
講
演
会

口
和
支
所
市
民
生
活
室�
０
８
２
４-

８
７-

２
１
１
４

完成間近のエントランスセンター国兼の前で楽しく作業

給食が始まった西城中学校

講演する国原先生
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山
内
地
区
農
業
集
落
排
水
事
業
が
完
成

下
水
道
課
管
理
係�
０
８
２
４-

７
３-

１
１
７
５

西
城
の
オ
フ
ト
ー
ク
通
信

｢

ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
西
城｣

が
、
平
成
19
年
度
オ
フ
ト
ー
ク
通

信
番
組
コ
ン
テ
ス
ト

(

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
情

報
化
推
進
協
議
会
主
催)

の
企
画
番
組
部
門

で
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

受
賞
し
た
企
画
番
組
は
、
毎
月
１
回
西
城

産
の
農
産
物
の
魅
力
を
伝
え
る
コ
ー
ナ
ー

｢

里
山
の
旬
だ
よ
り｣

。
西
城
町
の
ベ
ジ
タ
ブ

ル
＆
フ
ル
ー
ツ
マ
イ
ス
タ
ー
の
加
藤
寛
子
さ

ん
が
、
地
元
産
の
旬
の
野
菜
や
果
物
を
取
り

上
げ
、
栄
養
や
簡
単
な
食
べ
方
な
ど
を
伝
え

て
い
ま
す
。

１
月
は
、
寒
じ
め
ほ
う
れ
ん
草
の
レ
シ
ピ

を
募
集
し
、
優
秀
作
品
の
レ
シ
ピ
を
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
し
て
、
地
元
商
店
で
配
布
す
る
な

ど
、
番
組
を
通
じ
て
地
産
地
消
や
、
食
と
農

の
つ
な
が
り
な
ど
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

｢

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
西
城｣

が

全
国
大
会
で
優
秀
賞

西
城
支
所
地
域
振
興
室�
０
８
２
４-

８
２-

２
１
２
１

庄
原
市
堆
肥
利
用
促
進
研
究
会
が
３
月
21
日
、

食
彩
館
し
ょ
う
ば
ら

｢

ゆ
め
さ
く
ら｣

で
、
土
づ

く
り
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

国
内
で
販
売
す
る
農
産
物
な
ど
に

｢

有
機｣

と

表
示
す
る
た
め
に
必
要
な
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
の
講

演
を
通
じ
て
、
家
畜
堆
肥
を
利
用
し
た
資
源
循
環

型
農
業
の
推
進
お
よ
び
庄
原
産
農
産
物
の
ブ
ラ
ン

ド
化
に
つ
な
げ
る
の
が
狙
い
。
市
内
の
農
業
者
な

ど
53
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
中
国
四
国
農
政
局
広
島
農
政
事

務
所
が

｢

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
と
認
定
手
順
に
つ
い

て｣

と
題
し
て
、
制
度
の
概
要
を
説
明
。
ま
た
、

実
際
に
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
の
認
定
を
受
け
、
農
産

物
の
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
る
神
石
高
原
町
の
藤

井
仁
士
さ
ん
が

｢

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
制
度
に
取
り

組
ん
で｣

と
題
し
、
取

り
組
み
の
経
過
、
土
づ

く
り
の
難
し
さ
、
化
学

肥
料
の
怖
さ
な
ど
、
実

践
を
通
じ
て
得
た
思
い

を
発
表
し
ま
し
た
。

市
で
は
、土
壌
分
析
・

堆
肥
利
用
の
補
助
制
度

を
設
け
る
な
ど
、
引
き

続
き
家
畜
堆
肥
を
利
用

し
た
土
づ
く
り
に
よ
る

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

に
向
け
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

土
づ
く
り
講
演
会
で

資
源
循
環
型
農
業
を
推
進

農
林
振
興
課
農
業
振
興
係�
０
８
２
４-

７
３-

１
１
３
２

�
�
�

山
内
地
区
の
下
水
道

整
備
と
な
る
農
業
集
落

排
水
事
業
が
３
月
末
で

完
成
し
、
施
設
の
供
用

が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
し
尿

や
生
活
排
水
を
集
め
て

処
理
す
る
も
の
で
、
山

内
地
区
の
生
活
・
自
然

環
境
の
保
全
と
向
上
を

目
的
に
、
市
内
で
５
番

目
の
農
業
集
落
排
水
事
業
と
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

総
事
業
費
は
70
億
７
、５
０
０
万
円
。
平
成
11
年
の

事
業
採
択
か
ら
９
年
間
に
わ
た
り
工
事
を
進
め
、
本
年

度
施
工
の
一
部
浄
化
槽
工
事
を
残
し
、
完
成
し
ま
し
た
。

処
理
人
口
は
４
、３
１
０
人
、
日
平
均
汚
水
量
は
１
、

１
６
４�
を
計
画
。
管
路
整
備
延
長
９
７
、２
４
７
ｍ
、

中
継
ポ
ン
プ
59
個
所
は
、
国
内
で
も
最
大
級
の
農
業
集

落
排
水
施
設
と
な
り
ま
す
。

処
理
場
敷
地
内
で
は
、
発
生
す
る
余
剰
汚
泥
を
有
効

活
用
す
る
た
め
、
汚
泥
の
肥
料
化
設
備
を
備
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
単
に
生
活
排
水
を
処
理
す
る
だ
け

で
な
く
、
汚
泥
を
発
酵
さ
せ
肥
料
化
す
る
こ
と
が
で
き
、

農
地
へ
還
元
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

下
水
道
供
用
開
始
区
域
と
農
業
集
落
排
水
供
用
開
始

区
域
で
は
、
供
用
開
始
か
ら
３
年
以
内
に
下
水
道
へ
の

接
続
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
１
日
で
も
早
い
接

続
を
お
願
い
し
ま
す
。

国内最大級の農業集落排水施設

会場がいっぱいになるほどの人気

オフトークの録音をする担当の増永高子さん
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